
 

オンライン授業編①（日本でのホテルアパート生活） 
 忘れもしない３月３１日（火）午後、

コロナウィルス感染拡大により全世界ほ

とんどの国が、感染症危険情報レベル３

へ。レベル３は渡航中止勧告です。これ

により、出発１週間前にして赴任延期が

決まりました。韓国はビザなしで渡航が

できるはずでしたが、３月８日からビザ

が必要になり、この手続きも。渡航延期

なのに、４月初めには韓国大使館から確

認の電話が来て、無事に？？ビザが発行

されることになった。 

                                      （ソウル日本人学校への赴任延期に！） 

 当初の赴任は４月７日（火）JL0091便、羽田 08:25発→ソウル金浦空港 10:45着 

その便から、４月７日（火）JL8951便、成田 12:30発→ソウル仁川空港 15:00 着 

に変更。３月２７日（金）夕方、阪急トラベルからメールをもらう。出発が羽田から

成田へ、到着も市内に近い金浦から郊外の仁川に変更になったのです。しかし、それ

もつかの間、結局変更したこの便にも搭乗することは叶わなかったのでした。 

 

 このわずかな期間で、前泊、前前泊のホテルを羽田から成田へ変更し、そして成田

も結局キャンセルということになったのです。実は、４月からはすでに、知り合いの

若い先生に自宅を貸していたため、入居日を４月４日（土）にしてもらい、４日に越

後湯沢、５、６日と前泊のため成田のホテルを予約していました。仕方がないので、

もちろん成田はキャンセル、５日は私の誕生日ということで、湯沢のホテルは宿泊す

ることにしました。本当は新幹線で行くはずでしたが、ぎりぎり売らなくて済んだ妻

の車で向かいました。（私の車はすでに３月２９日売却していたのです） 

 湯沢に宿泊しながら、今後のことを考えました。この時点でまったくこの後の予定

が分からず、今後のことを考えようにもどうしたらいいのか見当もつきませんでした。

とにかく、家がない。車は何とか妻の軽自動車が残ったのですが１台である。このあ

と様々な不便さが出てくることが予想できました。 

 

 まず、湯沢から自宅に戻ると後輩がまだ入居していない。自宅を貸したとはいえ、

実は１階だけの契約で、２階には所狭しと我々夫婦の荷物が押し込められていました。

電話をして今後のことを相談。ちょうど赤ちゃんが年度末に生まれたこともあり、新

潟の実家から通うことができるということで、契約を５月からにしてもらい、５月の

連休明けまで、住むことができるようになったのです。心の中では、『きっと、１か月

もすればコロナも落ち着いて渡航できる…』と安易な気持ちでした。ところが、４月

半ばを過ぎても目途が立たない。結局連休明けからレオパレス２１生活に…。 

 

Seoul 便り No.０２(５月号) 

2020,5,15（令和２年） 

ソウル日本人学校 霜鳥 一幸 

 



このレオパレス２１、４月終わりに契約したのですが、予定通り連休明けから入居

することができず、５月１４日からの入居となり、連休明けから入居日まで、ホテル

に４泊５日することに。空いているのにどういうことだ！今後もこのようなハプニン

グが多々続くような気がしてきたのです。レオパレスは１か月契約で借り、退去日は

６月１２日、そのころになればさすがにもう目途がつくのではと考えていました。 

 

 ４月は、現任校へ行って少しお手伝いをしたり、様々な手続きをしたりソウルとの

zoomによる会議も始まりました。ソウルとの職員会議をはじめ、オンライン授業開始

に向けての打ち合わせ等準備で忙しくなっていったのです。４月２３日（木）始業式

をオンラインで実施。そこで担任の発表があり、４年松組という紹介とともに、子ど

もたちに向けてオンラインであいさつをしました。次の日の金曜日には、初めてのオ

ンライン授業を開始。連休明けまで、我が家２階からオンライン授業に加わりました。 

 

 レオパレス２１に入って１か月弱、６月になってもまったく渡航の目途が立たず、

仕方なく、契約延長のため不動屋へ。しかし……。「もう次に入る人が決まっているの

で、６月１２日には退去お願いします」との返事。「ガーン」。それはないよ。まだ契

約満了まで１０日もあるのに…。もし、次の人が入りそうなら、「どうしますか？」く

らい聞いてくれてもいいのに…。何てぶつぶつ言いながら、仕方なく次の住居を考え

ました。結局連休明けに泊ったホテル（アパ villaホテル）をもう一度、６月いっぱ

い（１８泊１９日）借りることにしたのです。忘れないために金額を記すと、１８泊

１９日で１０５，６８２円。７月になってもまだどうにもならなければ、また考える

ことにして、とりあえず６月の後半はホテル生活にすることにしました。 

 

この間も、４月から韓国の誰もいない新しい宿は主がいないまま、さみしく空き家

になっていました。契約通り賃貸支払いが始まり、こちらの家賃も気になっていまし

た。家具も３年間住むので、少し良いものをすでに買い揃えていて、特にソファーは

少し贅沢にカウチに。夫婦二人の中では「幻のカウチ」呼んでいました。 

（このカウチにゆったり座れたのは、赴任した７月２日夜１０時過ぎのことでした） 

 

 ４月２３日の始業式を皮切りに、日本とソウルをつないでオンライン授業が始まり、

教師生活初めての体験に、毎日緊張でストレスマックスになっていったのです。 


